
退職により残税額を一括徴収した場合の記入例
○退職・休職等をした方の残りの特別徴収税額を、最後の給与や退職金などから差し引き、まとめて納入することを一括徴収といいます。

○6月～12月までに退職・休職等をした場合は、本人の申し出により一括徴収することができます。

○1月～4月末までに退職･休職等をした場合は、本人の申し出とは関係なく一括徴収することになっています。(法321-5-2）
○外国人の方が国外に転出する際にも退職の異動届出書を提出していただき、残った税額は納税管理人をたてて代理納付するか、一括徴収をしてください。
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延岡市〇〇町〇〇番地
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延岡　一郎
氏名又は名称 延岡商事　株式会社

電　話
0982-22-7065

令和４年度　　給与支払報告書・特別徴収に係る給与所得者異動届出書
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記入してください。

現住所を記入して
ください。

現住所と1月1日
現在の住所が異な
る場合は記入して
ください。

個人番号（12桁）を
記入してください。

延岡市から送付された
税額通知書に記載の
指定番号を記入して
ください。

退職日等、異動があった日
を記入してください。

給与から差し引いた税額の合計
を(イ）に記入してください。

法人番号（個人事業主
の方は事業主の個人
番号）の記載が必要と
なります。
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もの、及び「異動後の未
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についても記入くださ
い。

未徴収税額を一括徴収
する場合は、こちらの枠
内も必ずご記入ください。


